
新宿で、立ちあがる、走りだす、はばたく。

新宿区立高田馬場創業支援センターニュースレター
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　高田馬場創業支援センターは、新宿区内でこれから創業を目指す方、創業されて間もない方を対象とした、10席のフリー
アドレスのシェアオフィスを中心としたインキュベーションオフィス（シェアオフィス）です。年末年始を除く毎日8:30
から24:00まで利用できる他、登記住所としてもお使い頂けます（利用期間中のみ）。

高田馬場創業支援センター　施設のご紹介

【申込期間】　　　 2023年4月3日（月）～4月28日（金）
　　　　　　　　　　  　※土・日曜・祝日を除く、午前9時から午後5時まで

【利用料】　　　　 シェアオフィス：月額1万円
　　　　　　　　個室オフィス：月額3万円
　　　　　　　　　　  　※個室オフィスは2室。満室の場合はご利用頂けません。
　　　　　　　　コピー・プリント出力料：別途（利用分）
【利用承認期間】　  利用承認日から6ヶ月
　　　　　　　　　　  　※区長が必要と認めたときは、3回までの利用更新を可とし、
　　　　　　　　　　　  　最長2年間の利用を限度とします。

　高田馬場創業支援センターは､JR山手線・西武新宿線・東京メトロの高田馬場駅からほど近い場所にあります。近隣
には銀行や信用金庫、郵便局の他、文房具店・100円ショップ・24時間営業のディスカウントストアや飲食店も豊富に
あるエリアです。都内近郊へのアクセスも良好なため、営業拠点としても活用できます。

令和5年度センター利用者募集予定NEWSNEWS

令和5年度利用者募集スケジュール

募集期間
（約 1ヶ月間）

4月
7月
10月
1月

利用開始
　　

6月1日～
9月1日～
12月1日～
3月1日～

※令和 5年 3月時点での予定です

　当センターでは、定期的に利用者募集を行います。
　令和5年度第一期の利用者募集は4月3日（月）～4月28日（金）に行います。
この期間内に

① センターを見学して、利用方法などについて説明を受ける（事前予約制）
② 新宿区産業振興課への事業計画書の提出と利用申請

を行う必要があります。また、申請者が多数の場合は面接を実施し、利
用者を決定します。詳細は当センターWebサイトをご確認ください。

　第二期（7月）以降の募集期間などの詳細は決まり次第、当センター
Webサイト、新宿区Webサイト、区報などでお知らせいたします。

フリーアドレス10席のシェアオフィス
120×70cmのゆとりあるデスク、長時間
座っても疲れにくいオフィスチェア、
法人用インターネット回線、全席外付け
モニター設置、共用の複合機（有料）完備。

会議室兼商談室
来客対応やセミナールームとして利用で
きる共用スペース。プロジェクター、ス
クリーン、プロジェクター投影可能なホ
ワイトボード2面、大型モニター1台完備。

交流スペース
来客対応や食事・休憩などで利用できる
共用スペース。鍵付きロッカーの設置
場所にもなっています。隣接の給湯室
に冷蔵庫と給茶機があります。

施設内容・利用申請に関する詳細はこちら
https://incu.shinjuku-center.jp/usage



　現在利用者を募集しています。ご利用にあたっては、必ず当センターの
見学・利用相談を受けてください。
　そのうえで、必要書類をご提出いただき、事業計画の具体性、実現可能性
等を審査し、承認された方に限りご利用いただけます。
詳細については当センターWebページ等でご確認ください。
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　起業をする際に確かに少し苦労はしましたが、過ぎてしまえば立ち上げ時はそれほど大変ではなかったと思うので、
起業するかで悩んでいるのであれば実際に踏み込んでしまった方がいいと思います。
　ただ、やはり起業する時よりも、事業を立ち上げた後の方が苦労は多いので、そういう意味では会社の経営に関する
ことは最初にしっかり勉強するなど準備は可能な限りしておいた方が良いです。会社勤めの時は問題があったら誰か
が指摘してくれますが、自分が社長になったら基本的に誰も教えてくれないので自分で気付くしかないです。特に手
続き関係は問題が起こる前にちゃんと調べておいた方がいいです。

創業を目指している方にメッセージをお願いします。

　固定費をかけないようにシェアオフィスでのスタートを考えていて、その中でも金融機関からの融資などを受ける
のに信用も得られると思い、区立や東京都が支援している施設を家から通いやすい新宿・渋谷・港区周辺で探していま
した。いくつかを見学して、創業に関することを何でも相談に乗ってもらえそうだと思ったのが高田馬場創業支援セ
ンターでした。
　また、高田馬場は交通の便が良く、ちょっとした打ち合せをするのにも利便性がよいので、場所的にすごくいいと思っ
ています。

　そもそも会社経営のことが何もわからなかったので、「何をしたらいいのかがわから
ない」ということが一番大変でした。立ち上げ前に本を読んだり、知り合いの社長さん
などに相談したりして情報収集をして事業を進めました。
　現在パートタイム契約で作業をお願いしている方がいますが、人を雇用したこともありませんので、雇用契約書や法
律関係を勉強するところからスタートしたので苦労しました。

創業に新宿区を選んだ理由を教えてください。

創業する際に大変だったことは何ですか？

　以前からお付き合いがあった企業の方と、我々の持っている技術を組み合わせれば、
社会に役立ち、また技術的にも挑戦する価値があって、結果、多くの人が幸せになれる
製品がつくれるのではないか？と意気投合して、挑戦することにしました。

　最初の製品として、ローカルネットワークでの使用を想定した遠隔操作ロボットの
システム全体を作っています。例えば原発の様な、世の中には物理的な距離は近いけ
れど、気軽には人が立ち入れない場所が意外と多くあります。仮にそのエリアに入る
準備に1時間必要だった場合、作業時間に1時間のロスが生じてしまいます。安全性の
向上だけでなく、かつそのロスをなくすことで効率化もできるのが遠隔操作ロボット
の利点だと考えています。
　社名の「Space」は「宇宙」という意味だけではなく「空間」という意味で捉えていて、「ど
んな空間でも使えるロボットを作る」という意味を込めています。今具体的に進めて
いる事業の技術は宇宙分野にも応用できるものなので、ゆくゆくは宇宙に関する事業
も進めたいと考えています。

創業しようと決めたきっかけは何ですか？

現在の事業内容について教えてください。

大学でロボット工学を専攻。卒業後は
大手自動車会社、重工で4輪、航空機用
エンジンの機械設計に従事したのち、
ベンチャー企業で宇宙機やロボットの
開発を行う。
これまでの地上から航空、宇宙までの
開発経験を活かして、高放射線下など
の過酷な環境で使用可能な遠隔操作ロ
ボットを作れば社会問題解決に役立つ
と考え Space Roboticsを設立する。
先ずは地上用途から実用化を行い、ゆ
くゆくは宇宙用も開発したいと考えて
いる。

株式会社 Space Robotics
代表取締役   上野 健弥さん

遠隔操作ロボットは地上から宇宙まで大きな可能性がある。
技術を磨いてどのような空間にでも使えるロボットを作っていきたい。

利用者インタビュー：株式会社Space Robotics　代表取締役  上野 健弥さんVOICEVOICE


